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方言における“文化と社会”の諸問題
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目　　次

1方言社会伽方言文化圏の成立

1．1大方富田の成立

2　′j、方言社会釦小方言文化圏の特性

2．1大方言文化圏

3　言語の伝播流動と周囲・周布

3．1周田・周布と辺境

3．2　辺境変移の説

4　方言社会の人為製作

4．1番領と方言境界組

5　方言社会の運命

ここに、共通主題「文化と社会」がある。私は、方言研究の立場で、これに

こたえなくてはならない。

考えうる、理論上の諸問題はすくなくない。しかし、それらを体系的に処理

することは容易でない。今は、諸問題のいくらかを、諸問題としてとりあげて

みる。

I　方言社会即方言文化圏の成立

方言というもの、－そういう存在は、言語の、明碇な体系的存在である0

そのものは、地域社会に存在する。いな、方言が存在して、その存在ゆえに、

地域社会は、明白な地域社会となり得るのでもある0方言存在の地域社会を、

私どもは、方言社会と呼ぶ0

方言社会が、その地域性に応じて、地方的な文化圏を形成することは、明ら



方言におけるご・文化と社会”の諸問題（藤即　　　－43－

かであろう0この文化圏を・方言文化圏と呼ぶことにする0地域社会は、なん

らかの程度において・みな・地方的な方言社会であ。、方言文化圏と見られる
ものである。

方言社会の成立と・方言文化圏の形成とは・同時的・同義的のことと解され
る。

方言社会即方言文化圏は・どのような過程をへて成立するものか。生活がち

がうので・そういう対比的な差別相がひきおこされるのだと答えることができ

よう0人びとは・地域ごとに生活圏を形成して・方言社会を現成する。生活の

集団が方言社会になる0方言文化圏になる。

生活臥一生活集団の相違をひきおこすものには・広い意味での歴史的要

因があり、また・多様な自然地理的要因がある0今は、これらの要因の分析に

は、多く立ち入らない0自然地理的要因の基本的なもの、たとえば山嶽という

ようなものが・ことに強く地域性を支えることなどは、多く言うまでもなかろ

う0旧藩制の藩領区分というような、人為的・政治的規制（それもまた、多

く、自然地理的要周などに依拠しよう0）も・人びとの生活の集団を左右し、

限定し・特色づけたわけであるb地域性に応じ、生活鯛に応じて、方言社会

はうまれてこざるを得なかった。

極端な場合とし’ては、一個人ごとに・方言がみとめられる0－個人ごとに生

活がちがうからである0個人ごとに個人社会があって、個人方言がある。

家庭社会と言えば、この場合にも・当然・それなり・の方言社会・方言文化圏

がみとめられる0家庭が、それなりの・独自の生活圏をなしているからであ

る〇一甲の家族の形成する社会と・乙の家族の形成する社会とは、同一でな

く・いわば地域性を異にし、生活圏を異にしている。

個人に方言をみとめるのと同じようにして・特定的な階層にも、方言をみと

めることができる0かれらはまさに・生活を等しくして、たがいにあい寄って

いるからである。禅家の集団に禅方言があ。・素粒子論グループに理学方言が

ある0－そこそこに方言社会があり、方言文化圏がある。

ただ・私どもは・通常、方言を問題にする時、おおかたは、地域的存在の方



－44－　　　　　方言における‘‘文化と社会けの諸問題（藤原）

言を問題にする0以下にも、地域的地方的な方言社会即方言文化圏を問題にし

ていくのである。

ここで、方言を定義しておこう。－「方言は、人間言語の歴史的社会的分

化事態である。」（一国語内での）

I．1大方言圏の成立

日本語の全国方言状態を見わたすと、いくつかの大きい方言分派を観望する．

ことができる0たとえば、九州方言、北陸方言というように。このような大き

い方言社会即方言文化圏の成立・生成についても、私どもは、原則的には、生

活がそうさ壷たのだと言わざるを得ない。じっさい、九州地方は九州地方なり

に、独白の生活条件をせおって、一個の九州方言圏になったと見られるであろ

う。

どのような大方言も、その占める地域に照合してこれをうけとってみる時

は、その方言圏が、いかにもそうあってよいものに思われ、合自然的なものと

理解される0瀬戸内海域も、ある点では、一体の方言圏としてうけとられるの

であるが、この内海域の、一つの方言文化圏をなすことも、当然とうけとられ

る。

それにしても、上位次元の大方言の場合は、その方言の感域が、判然とはし

ない〇一は他に、自然につながって、たがいに流通しあうさまが見てとられ

る0たとえは九州方言にしても、その境域、すなわち九州地方の、東北部分

は、中国四部や四国西部の方言色に通うものを見せているのである。東北方言

のヅーヅー弁は、奥羽の境域に限られたものではなくて、関東の、東北部分は

もとより、なお、千葉県下まで、そのつづきがみとめられる。千葉県房総半島

の、下総が安房に接するあたりの山地部でも、ヅーヅー弁の中吉母音が著しく

て、小学生たちも、「タ盲ナSi」（高梨＜姓＞）、「サ屯」（先）「カソ前」

（鐙蹴り＜遊びの名＞）「オ冠」（鬼）「盲Si」（もし）「i這タ」（見た）、r

「Fw訂首」（ふしぎ）「テソtSiッタッチ」（なんと言ったって）などと言うも

ヅーヅー弁をよりどころにして、いわゆる東北方言を、奥羽に区切ることなど
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はできない0東北方言と関東方言とは、探くさしあっているのである0四国方

言は、四国島に、かなりはっきりと存立して、遊離独立性の強い方言である。

しかし・そうであっても、四国の東部の方言状態が、また、近畿紀州のそれに

通うものを見せぬではない0（たとえはJT一、京－、ダー。」＜みきちゃん、
＿　＿　一刀

お寝よ0＞、「このひえの中には、京＜籾が＞アルソジャ　ダー0」のような°　°

「ダー」を徳島県下で言い、和歌山県下でもまた同様に言う0全国の、他の地

方では・ほとんど言わないことばである○）四国方言の場合すら、そのくまど

りは・きっはりとはしていない0上位次元に立って、大方言の存立－大方言

社会即大方言文化圏－を認定すればするほど、大方言問に、さまざまの流通

のあるのがみとめられる。．

2　小方言社会即小方言文化圏の特性

上記の事実とは反対に、小方言圏になればなるほど、その方言圏のくまどり

が・はっきりとしてくる0－方言社会即方言文化圏は、境域のはっきりとし

たものとしてうけとられるのである0小村落方言などになると、・そのことがこ

とに顕著である0山村の－部落一書膵が、孤立して独特の方言圏をなしてお

り、島の海ぞいの各部落が・たがいに、明確な－小方言をなしている。今日は

しだいに・その傾向が消えつつあるが・それにしても、たがいに反立するおも

むきの明らかなことがすくなくない。

こうして、方言ごとに・閉鎖的な方言社会ができており、閉鎖的な方言文化

圏ができている0－口に言って・小方言社会には・閉鎖性という矧性が指摘さ

れる。閉鎖的であるのに相応して、そこの一般の道徳律がきびしい0法律の制

裁をはるかに大きく上廻って、「村の道徳」が作用していること、事例が多い。

噂というもののしきりにもてはやされるのが小方言社会であり、その噂も、善

美をはめるのとはちがった方向に栄える、口誅の噂が多い。

閉鎖的であるのに関連して・一方、生活文化全般の改新が、遁進的である。

逗進性が・小方言社会の－特性であろう0いろいろな新風が、小方言社会に入

来するたびに、家庭のむすこたちは老父母と言い争ってきた0生業上の新機具
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の新購入の場合にそうだったし、生活改善のためとての台所改造の場合にそう

だったOもすこたちがはげしく反発しても、ふしぎなことに、老父母は、祖父

母として、そのしぶとい生活意識を孫たちに伝える。隔世遺伝である。子もり

の歌やお月さんの歌などは、こうして、いつまでも亡びないで生きていく。

迩進性に関連して、一般に、後進性を指摘することができる。小方言社会の

文化ほ、後進性を特色とする文化とも言うことができよう。

後進性の反面は伝承性である。小方言社会の伝承性という特性こそは、注目

すべきものであろう0小方言杜余が閉釦勺で遅進的であれば、しぜん、その伝

承力は、強まることになろう0もし、一つの方言社会が、他の異質の方言社会

に接触することが多けれは、当の方言社会は、飛躍的にも発展することがあろ

う。興民のものからの異色ある刺激を受けるからである。しかし、一般に、小

方言社会は、彼我、たがいに、類型の近似を以七並存している。相互に、無刺

激に静まって存在しているのである。方言文化圏の飛躍的展開の契機が、きわ

めて乏しい。よって、たがいに、伝承性の強い小方言圏として存在しがちなの

である。伝承性は国防性ともなっている。

伝承の内容を分析すれば、注目すべきものに、いわゆる古語の温存がある。
1‾こ

佐賀県下の杵島郡白石町に属する旧須古村の例をあげてみよう。ここの小方富

では、昭和33年の調査で、「むかしのおやしきことば」のいくつかを聴録する

ことができた。殿様時代のなごりが伝承されており、あるいは、それが廃語と

して記憶されているのである。

ロオンサヲサヲ　　　（併線は、アクセソトの高音を示す。）　　　　し1．

は、一‘よか　きもの’’のこと、絹もののことであった0　この語はすでに廃語と

なっている0甲斐絹など、「さをさを」と音がするので、こう言ったとのことも

いかにもと思われる。風雅な一語である。

ロオサグイ

くじら　　＜廃＞

ロオカベノオカズ

「おから煮しめ」のこと　　＜廃＞
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口オテ万‾

あずき　　＜廃＞

ロオム‾テサキ

お醤油　　＜廃＞

ロオ万テ盲丁ラー

大根の某の干したもの〇百バ（干葉）　＜廃＞

一々・めずらしいことばが伝承されている0つぎに、ことばづかいの注目すべ

きものがあった0下記のとおりである。
ノ

○ゴす、カーン。

「ござ禦かね0　＜訪問のあいさつ＞
○コッチ　ゴザィ。

こっちへおいでなさい。

○メシテ万了。．

おあがりなさい。（飲食）　＜廃＞

○オク ダシソサイ マッシェ0

下さいませ。
＿＿．／ケ

○コン　ゴロージ　ラーィ。

〇三ソ　ゴロージライ。

これをごらんなさい。　＜廃＞

○ソ幸手ラ　シテ　メショカィ。

rOソ京ラ、シテ．メショカィ。

最後例には・「召しおかれい」の言いかたと息あれるものが見える0先方の人

は、この文例を・「そのまま　しておきなさい0」とも言いかえてみせてくれ
ノ

∴た0＜廃＞以上のようなのが・“ム盲シノ「オ亨手首；トパ　′くソタ。”

：というわけである0“オ有声キコトノミバッヵィ0”（おやしきことばばか

り・′）とも強調した0いろいろな言いかたが、多くあったのだろう。

旧須古村は、もと、小藩の城下であ。、一つの地方文化圏であった0平野の

中の集落ではあるが・今も・上例で明らかなように、強い伝承力を見せてい
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る0　ここの方言文化圏の存立の根づよさがみとめられよう。

伝承怪は、重視すべき特性である。事物の伝承は、．だいたい、孤立的ではな

い○何の種類の伝承も、二・三、三・四の関係事項が、あい寄り、あいまち、

たがいに牽引しあって、ともに伝存する。私は、このことを、関係退存などと

呼んできた0　古語の場合にしても、「ゴザル」ことばがあれは「召す」もある

というぐあいに、ものは、関係して－孤立的でなく－遺存する。そうなり

がちである。それは、もrっともなことではないか。関係退存で、つれあいがあ

ればこそ、ものが、牢固として残りとどまってもいるのではないか。「どうど

うしヤル」というような「ヤル」敬語助動詞が、田唄の中にだけ道春している

というような事実（－方言圏の中で）も、「ヤル」ことばと田唄との関係退

存である。「サル」は、こういう関係のもとで、一廃滅をまぬかれているのであ

る○発音上でも、「シェ」を言う方言で、「クも」も聞かれることはすくなくな

い0「シェソシェー」（先生）や「ク盲シ」（菓子）などの諸発音法が、関係遣存

で、残りとどまっているのである。

関係遺存の事態において古いものを兄いだすことは、比較的容易であって、

一個特定の古事実の孤存を証明することは、通常、容易でない。甘苦、語頭

〔p〕音の存在を方言上で証明することは容易でなく、また、「そうろうこと

は」を方言上にみとめることは容易でない。（世に言う「どこそこのそうろう

ことは」も、文末のつけそえことば、「ソラ」〈そら、ほら）などの、転靴形だ

ったりしがちである。）

さて、文化の中心地と言えるような所の方言の場合は、なにごともうごきが

はげしくて、伝承性は比較的弱いこと、言うまでもない。そういう方言では、

方言としてのまとまり、方言の輪郭も、はなはだしくあいまいたのがつねであ

る。－（方言圏が明白であるようなら、閉鎖的憤向も強くて、伝剰生は強い

はずである。）ところで、大阪市内でも、戦前までは、「船場・島の内」ことば

の伝統が、かなり明白だったらしい。その伝承は、今日でも、調査によって確

認することができる。都会の中にも、存外に強い、伝承のとりでのあること
°　°　°

が、時にみとめられる。大東京の中にも、神田っ児気分とか下町ことはとかの7



一

き

遇

男
′

方言における・文化と社会”の薫間箇（藤原）　　－49－

伝統が、今もあるのだろう0大阪方言とか、東京語とかいうものを、－ぱく

ぜんとしたものではあるけれども、みとめるとすれば、そのようなものの中に

も、ふしぎな伝来性はあるもののようである。

文化の中心地から離れた方言の場合は、さっそくに、問題なしの伝承性がみ

とめられるとしてよかろう0しかし・こんな場合にも・なお、他面、事項の変

改も・かなりおこってお。、変改の自由性とも言うべき特性がみとめられもす

るのほ・注目すべきことである。なににしても・方言のことばは、無記録の、

口頭のものである0伝承・残存にも見るべきものがあれば、他方、変改にも見

・るべきものがある0その変改は、共通語での通則からは、想像もできないよう

な変改であった。もする。奈良県吉野郡山地の川上村の上多古部落では、つぎ
こうだこ

のような言いかたを聞いた○（上多古部落は、これなりに・一つの小方言社会
とみとめられた。）

○テフラ　ソ丁子ヵ　ヨ。

○テフラ　ノミカ　チカ　コ。

前者は・「あんたは底力があるよ0」、後者は、「あんたは、はか力があるよ。」

の意である。まことに自由自在の語句製作・文法製作である0まったく、共通

語の習慣からは、上記二文が・すぐには理解しがたいであろう0人は自由に、

このような変改・創作をやっていくのである0何の拘泥もなく、何のためらい

もない0上のは、子どもたちの世界にできた表現法のようであったが、まさ

に・予どもたちは、このような創造の天使である0頑是ない子が、ひとりの創

意で、「ゆやめる」の反対語「キツメル」を創作する0あるいはまた、雪の降

るのをふしぎそうに眺めて、古来、いかに多くの子たちが、その自由な発想の

立言をしたことか0方言のおとなもまた、自由な創作に参与する0尊敬表現法

の「行かレて」（お行きになって）のようなのを、「行ケて」と雲している所な

ど・関西地方に兄いだされるが・これは、転靴を自由におこなって、新しい文

法を創作したものである。

小方言文化圏の自由性という特性をとり立てることは・ゆるされよう。言語

生活の保守性と進歩性とを共存せしめているのが、方言である。
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そのような共存を、言語世代に即して注目することは有意義である0兵庫県

但馬、養父郡「大屋・口大屋では、大人がオ戟ユー、若者がオキョ－、学童

はオキロー」を用いるという。古い形式「オキュー」はおとなのものであり、

若い人たちは共通語的な「オキョー」を持っている。そうして、学童たちは、

「起きよう」に近いとも見られる「オキロー」をひきおこしているのである0

保守性と進歩性という問題は、けっして言語上にとどまらないであろう0社

会内の世代に即して考えてみれば、そのことは明らかである0　こうして、自由

性もみとめられる方言の、方言圏が、まさに、方言文化圏としての意味を持つ

ことが、首肯されるのである0

2．1大方言文化圏

大方言の文化圏ともなれば、隣接圏との流通の関係がかなりよくみとめられ

て、圏域が明瞭でないことは、さきにふれた。それにしても、大方言の文化圏

も圏である。やはり、その境域には、時に、ゆるやかにではあっても、それ相

応の地域的特性がみとめられる。近畿方言の独自性を見られよ0近畿方言圏

は、中部以東の、東国系の方言文化圏とは大いに色調を異にし、また、四国方

言圏とさえも、おもむきを異にしている。また、近敢方言圏は、等しく関西に

属する中国方言圏とも、かなりはっきりと対立しあっているのである0

0コノゴロワ　前′くリ　ラ盲ラ。

このごろは、さっぱりだめだ0

という、一つの発想法・表現法をとってみてもよい0　これは、近畿方言文化圏

の基質にかかわるものであって、他圏の何ものでもないのである0近畿方言圏

と中部方言圏とはどういうように境されているかとなると、－岐阜・愛知二

県下の近畿性については、精細な考察を必要とするので、簡単には境界を明言

することができないけれども、そのようであって、なお、近畿方言文化圏の独

自性は、比較的頂著なのである0

北陸方言文化圏と東北方言文化圏との境などは、中でも、明白にはきめかね

るものである。広く長く、表日本的方言文化圏が指摘されるからである0（北

一．領

一童

星

頭

一重
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陛方言文化圏をきめてうけとるうけとりかたが、すでに問題かもしれない。）

其日本的なものを、なお西に、山陰地方までみとめることにすれば、こういう

長大な方言文化圏は、表日本的なものと対立しあう、意味ある方言文化圏とう

けとられるのである。

東西両方言という、日本語方言の大区別が、古来ある。この区別も、実情を

注視すれば、分けて分けにくい、やっかいたものである。しかし、はくぜんと

ではあっても、東方言文化圏と西方言文化圏とをみとめている人は、多いだろ

う0やはり、大まかながらも、方言圏の、大きい二大部分のみとめられるのに

即応して、人はしぜんに、方言文化圏をみとめている。

方言の成立するのが、そもそも、合自然的なことであった。東西二大方言と

いうように、日本語方言が、中部以東と近畿以西とに分かれがちなのも、一つ

には、すでに地理風土に根ざしたことであろう。

方言文化圏とは、言語風土と解しうるものである。言語風土の上に地方生活

がきずかれ・それがしぜんに地域的特色をおびる。言語風土の分派ごとに、言

語の地方生活の地域性が醸成されて、その地方の方言の方言らしさが生じる。

方言の輪郭は克明でない場合でも、方言の根底は強いはずである。

大方言文化圏についても、進歩性と保守性とは、やはり言える。生活の用具

としての単語のごときは、どんどんと、改まり変わっていく。日常生活首般の

推移がはなはだしいからである0しかし・文法面などになると、たとえば東海

道方言圏というような所にしても、鉄道沿線地帯でさえ、古来の言いかた卑守

っていて・存外、推移が弱いとも言える。一方から見れば、共通語がよく流通

していて・静岡県下など、東京地方なみの共通語生活を見せもする。それでい

て、反面、地方的な「も．のの言いかた」を、そのままおこなってもいるのであ

る0御前崎方面のことばでなら、たとえばつぎのような言いかたを、中学校女

生徒たちも、日常さかんにおこなっている。
ノ

○ェーッケ　ネ。

よかったね。
ノt

Oティッヶラ。
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なかったでしょう？

○ティッヶ

なかったよ0
グ

○ティッケ カ0

（“相手に開く0過去のこと。つ

○へソダッケ　‾言－。

変だったよ。

○イソケ　ヨ－。

‘‘そこにいなかった。”

東京語などでと同じように、

○イす㌻ヶ。

いたよ。

などとも言う。それでいて、なお、「ケ」の、上のような用法をも見せている

のである。（「テ㌃タッケ　言－。」とともに、．「それと同じもの」という「テル

ッケ　痘ラ丁ヶ）　盲二。」を存している。）この種の方言習慣は、本県内に、な

お広く兄いだされるらしい。このような文法が、板づよく、その風を保ってい

るのだと解される。こんなのが、おそらく、隔世遺伝的にも、後に伝えられる

ことであろう。関東の「ケ」とほちがった「ケ」が、まだまだ長く、当地方に

残ることかと思われる。

大方言文化圏であると小方言文化圏であるとを問わず、そこには、方言人を

みとめることができる。方言人は、一般に、無自覚のうちに、言語の流動を惹

起し、言語の流動推移に参与し、一方でまた、古風な言語自覚を持ってもい

る。自覚の一つとして、“ここの土地のことばはわるい。TT盲　ティことは

じゃ。（南紀例）”などというのがある。また、民衆語源説などと言われる語源

観がある。（－こういう語源観も、古風な言語自覚の一つと言えると思うの

である。）古老たちは、この種の考察を愛好してもいる。一例をあげよう。奈

良県吉野部川上村上多古では、一老男氏が、

○青石 キョ一夕　ヨ一〇
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というのは・“びっくりした時に言う。”もので、〃京都という所は遠い所ヤ。

行けんというわけヤ。〝、と解説した。「けうとし」の「キョートイ」について

の説明だったのである0古風な言語自覚が、存外強く、言語の伝承力となって

いるかもしれないと思う。

3　言語の伝播流動と周圏・周布

上位次元の大方言圏を考える段になると、私どもは、はっきりと、全国方言

状態に対する中央語、ないし、「国の文化の中心地」を考慮することになる。

たがいに関連しあう大方言圏の相互状態からは、当然に、それの成因としての

「中央語とその言語伝播」を、考えざるを得ないのである。

じつは・1どのような小方言圏の成立に関しても、中央語または地方的な中央

語とその影響とは、考えないではいられないことである0中央語、軍たは地方

的な中央語（たとえは北九州地方での博多弁）が、その勢威を四周におよは

し、この言語伝播・言語流動が幌向となって・地方の地域地坪こ、方言圏ない

し方言社会が生じる。

もとより方言圏は、ただ他律的に、他から影啓を受けるだけで成り立つもの

ではあるまい0受容傾向を基本としつつも、地域自体が、なんらかの自己形成

作用をも演じて、方言は成り立つものと思われる。が、ここでは、しばらく、

国の文化の中心地、中央語、－あるいは地方的なそれの、四周への影響につ

いて、考えてみたいのである。

中央から地方に、ものの影響の流れるのは、うたがうことのできない、きわ

めて一般的な事実であろう0これは、今日の文化的影響の一種、音楽や映画の

地方的流布を見ても、よくわかることである。東京でまずおこなわれたもの

が・たとえは大阪に来て、広島・福岡におよぶ。時には、広島をとはして、早

くも福岡におよぶ○（時に、広島は、福岡のあとで、そのものを受容するので

ある0）そのように、影響は、俊敏に地方へ流布する。流れる。

原則的に言うと、この影響流布は、周囲という状況になる。すなわち、言語

伝播で言うと・中央語の影響は、池に投じた小石の措く波紋のように、－波
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紋また波紋と、四周にひろがる0中央からの、ものの伝播流動は、周圏と呼ば

れる様相を呈するのである。

原則的に言って周囲である0国語の方言のうまれる国土は、円い池の水面の

ような単純なものではない0言語伝播のさいの伝播流動のしかたは、池の波紋

が同心異円に秩序よくひろがっていくようにはいきかねる。－いきかねるの

がつねである0多くは、川の、下から上に、ものが伝播していくようになって

いくようである0このさい、川口のAから、この川を上っていくものは、川の

Bの所で、支流にも分かれそって上っていく。Cの所においてもまた、そうで

ある0ものが、支流のB′に達するころには、本流づたいの伝播流動の方は、

ものが、おおかたDに達したりもするであろう。

地理的条件等によりつつ、ものはともかくこの川の流域に拡散する。（民家は

おもに川ぞいに集落をなす。ものが川の流域に拡散するとは、ものが、土地の

人びとに、そのようにうけとられるということである。）このようなひろがり、

伝播の状況を、私は周布と呼ぶ。原則的には周囲と考えられることも、こまか

くその周囲のすじ道を追えば、周布と見られるのである。いわば、・事象は、大

きく周囲しながら、こまかく、周布の道をたどる。中央語、中央文化の地方影

響は、河川に河口から汐がさしてくるのに似た状況で、流動浸潤するのであ

る。

言語流動も文化流動も、文化の中心地からの自然流動となる。流動には、も

の（文物）そのものの流動する場合のほかに、文化・言語の、変動の可能性の

流動汲及する場合もある0－受け入れ態勢そのものが、連鎖反応的に、地方

地方に発生する場合がある0いずれにしても、いっさいは、文化流動と呼べよ
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う0それはおおよそ、自然流動即合目的的流動なのである。

自然流動を、時にはなはだしく抑止するものは、人為の歴史的事情である。

要するに、地理的歴史的事情によって、文化流動・言語流動は促進され、そ

の周囲・周布の伝播の結果として、文化流動・言語流動のかたまり・まとまり

が生じる0それが地方文化圏であり、地方言語圏（－方言）である。－そ

れに、大・小のできることは自明であり・観察の次元を替えれば、小方言も、

大方言に、統合してうけとることができる。

圏の成立を促すおもな自然的条件は・山地山脈であり、河海・湖沼であり、

時に森林・原野である。

周圏の結果によりそって、文化地理学的な発言をすれば、こう言える。同中

心異円の各円周上には・東西南北をたがえながらも・同似の文化状況・言語状

況が見られる、と0たとえば奥羽と九州とに・同趣の言語状況が見られても、

ふしぎではないとされるのである0話しことばの抑揚の、「あと上がり傾向」

とでも言うべきものが、上記の両極地方に・等しくうかがわれるのを、私は興

味ぶかく思う0（拙著「方言学」p・365参照）最近は、これに関する資料を、

徳川宗賢氏が、「ことばの宇凱6＜41年6月＞に発表された0（その論題は

「日本語の母音と子音」である0）他にも、この両極地方に共通に見られる、

興味ぶかい事象がいくつもある0たとえば「オ出アル」の転「オヂャル」とそ．

の靴形を、双方が共に有している0「オヂャル」は、この両樋のほかにも、点

点と存し、八丈島などの、南辺の極地には、またそれが著しく存しているのを
、－・Jヽ「

見ると・そのむかし・「オヂふル」ことばは、京都中心に栄えて（そのことは

文証明白である0）・それがよく四周に波及したこと、－あるいは、「オヂャ

ル」を生ぜしめる可能性は、よく四周に波及したことが、察知されるのであ

る0今日の、奥羽と南九州とに著しい「オヂャル」は・まさに周囲周布的一致
と見られる。

日本海がわについて、さきに巽日本文化圏を云々した0巽日本がわで、東北

のいわゆるヅーヅー弁に通うものが出雲地方にある（隠岐でも、そのことが問

題視される0）ことも・周囲的一致と見た時・いかにも合理的な事態と理解さ
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れる0はたして、山陰の奥丹後地方にも、北陸方面（ことに能登）にも、関連

事象が兄いだされるのである。みな、周圏周布のはての残存現象と解される。

残存結果の、相互一致が、裏日本線上にみとめられるのである。

残存しているものが、左右にたどられ、それらが一系の事態とみとめられる

のによって・私どもは、方言分派－の地方的存在の、系統脈絡、1系脈を云云

することができる。系脈もまた、自然系脈である。

伝播理論を周囲周布論と呼ぶ。結果として生起した文化圏を、周囲周布的文

化圏と呼ぶ0周囲周布的文化圏にどんな断続があっても、注まぶかく観察し研

究していけば、そこに、系脈がたどられる。系脈論の立場もまたありうる。

3．1周囲・周布と辺境

周囲周布の結果の、おもしろい事実がみとめられやすいのは、とかく国の辺

境においてである0周圏周布論では、当然、辺境が興味の対象になる。

国の辺境を、二とおりに分けて考えることができる。一つは、国土周辺とい

うような辺境である○東北地方や九州地方は、国の大辺境として、周囲周布論

上、まず注目される0九州でも、南書酎こいっそう注目すべきものがあり、つづ

いて九州西辺海島に、注目すべきものがある。一口に言って、このような辺境

には、古態の国語事実の残存することが多い。薩隅方言の、あの異様とも恩あ

れるような方言状態も、要するに、国の辺域での、古態残存によるものなので
ノ

ある0「マ貢　オサイジャッタモソセ0」（また、いらっしゃって下さいませ。）

などという、変わった言いかたも、もともと、「また、お差し出あってたもり

申せ0」という愚勲な言いかたで、これは、近古の中央語の習慣の伝承そのま

まである0辺境に、古態残存とともに、また、自由な改新の事態もあるのは、

反面、注意すべきことである0東北地方に、たとえは、助動詞「なさい」の、つ

ぎのような用法がある。

○ネマラサー。　　＜ねまりナサイ＞

すわりなさい。

（新形「サー」の成立と、その新たな承接とが、ここにみとめられる。）辺境

】

う
▼

l

r

当

霊
長

uL
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の、二面性とも言うべきものが考えられる。

九州地方についで・さらに南方の琉球方面を見れば、これこそ辺境であっ、・

て、・琉球語は・日本語の姉妹語かとも見られるぐらいに、現代日本語とは大い

にちがった様相を示す0しかもその中には・たとえは「上がる」の「アガイユ

ソ」など、特に古い動詞形式があり・他面また、三母音組紋など、特に変改し

たものがある。

国の辺境として・もう一つ、つねに考えることができるのは、たとえは四国

の内部での・谷あいの奥地とか、関東地方での・利別の川上とかいう辺境で

ある0谷あいに、村落が並んでいると、きまって、最奥の小部落に、おもしろ

い辺境事実がある0また・川にそって湖っていくと・その枝わかれごとに、最

奥の部落に、注目すべき辺境事実がある0海辺・島興でも、また同様である。

海岸づたいに、岬の先の部落へ行くと、そこに、きまって、そこへ来なくては

発見することができなかったような事実がある0瀬戸内海域の、いくつかの列

島でも、その列島の島を伝って、－ばん先の島まで行くと・やはりそこに、注

目すべき辺境事実のあるのがつねなのである。

辺境について、言語周囲周布の所産としての辺境方言を見ることができ、辺

境方言に・新古二重の性格をみとめることができる。

なぜ、辺境に、この二重性格がみとめられるか0辺境は、風の吹きだまりの

ような所である0周囲周布の結果、流布してきたものが、ここでは、吹きたま

って、そのままにとどまり生きる○これが古態遺存になる0一方、この吹きだ

まりの地域に来て、押し寄せてきた風は・吹き舞う0この吹き舞うはたらきに

よって、ここに・しばしは盗意的とも見られる、自己変改の作用が起こる。

（言語上のことに限らないと思う0）この結果・ここが・近隣にないものを持

つことにもなる0－それが、そこの新生面となる。

3・2　辺境変移の説

辺境では、たしかに・ものが自由に変改せしめられもする。これを、辺境変
移と呼んでみたい。
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山口県下の内海島唄に、視島がある0

その位置は、図のとおりである。このよ

うな地位の視島にも、たしかに、辺境変

移と呼んでよい事実がみとめられるので

ある。

この祝島には、たとえば発音上で、

〔t古u〕のおこなわれることが、およそ

一般的である。人びとが、これに気づい

てもおり、佐賀県で笑われたなどとも言

っていた。ある婦人は、この島に入嫁し

て、この〔tSu〕に気づいていて、“英語

のtの発音のようだ。’’と言っていた。

（対応する〔dzu〕′は、ほとんど聞かれな

かった。すくなくとも、〔t軸〕が男女老若にあるのに対しては、〔dzu〕は、言

うにたりないもののようである。）ここの〔tJu〕の発音法は、古い習慣の残存

と言えるかと思う。古いものの伝承・残存を指摘しうる反面、この島での新傾

向かと思われるもののいくつかも、指摘しうるのである。たとえば、

○キレーテ　ヤ。

まあ、きれいだあわ。

と言う。
＿タ　＿

○ウーラ、キレーナ　パテ　ヤ。

わあ、きれいな花ねえ。

と言う。これらの「ヤ」が注目される。「ヤ」は“調子ことば。何の意味もな

いが、つける。「ね」に当たる。”という。まず、この辺の他地方では開きかね

る「ヤ」のことばづかいである。「ヤ」を、このように、自由につかう習慣を、

自生せしめていると見ることはできないか。「ヨ」という文末詞を、
－　　ノ
○ネコー　コ。

寝なさい。
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などのようにつかうのも、「ヨ」について、一つ、新しい用法を成立させたも

のと言えるか0「食盲んケニ（から）」とともに、祝島では、「クテソケデ（か
°　°

ら）」を言う0中国山陽一般には、「ケデ」を言うまい。祝島が、みずから「ケ

デ」を創作したのではないかと思われる。祝島ではまた、

○ダフヵ　ヮラォ　タテ万　ラーナ　ヤ。

だれか、わたしを呼んでるらしいわ。

のように・「のような」「らしい」の「ゲナ」を「ゲーナ」と言う0「ゲナ」を

「ゲーナ」にして、この長呼形を一習慣にしている。ここの文アクセソトに、

また、注目すべきものがある。

○すタシ「テガ、………。

わたしらが、‥＝…‥。

○ガッコ　ソツギョー　セル言ジャー、……・‥。

学校を卒業するまでは、………。

○テガラシフデス　コ。

上がらないんですよ。

○スワリソ耳ィ。

すわりなさい。

○天ンピソエ　ノッ有言万ラン。

（あの船長は）晩の便脚こ乗ってる船長です。

のようなものである。傾向として、＼＿ノヽ＿のような型をとりがちな

のが達意される0おもしろいことに、この文アクセント傾向が、まったく、祝

島の著しい特色なのである。中国弁の語アクセソ日本系を保有しつつも、文ア

クセント上では、ここだけ、くっきりと、このような特色を示す。興味を持っ

て、視島の手まえの長島を調査してみたところ、祝島に近くて、関係も比較的
しだレ、

深い四代部落に、いくらか、あるいはほんのすこし、類似の怯向がみとめられ

た0だが、言うにたりなら祝島に、上記頓向が断然さかんである。（一人の

古老は、“四代とここと、ふしまわしが、マルットちがう。けと言った。）．四代

にも徴候はあり得て・祝島にさかんであるこのもの、おそらくは、風の吹きだ
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まりのような祝島で、しだいにさかんになり得たものであろう。「貢ワリソ亭

イ0」のように、文頭に強調高音のくることは、ここに限らず、起こり得てい

ることでもある0それらは多く、後生形式かと察せられる。祝島のも、後生形

式であろう0その生起の可能性は、手まえの四代にもあって、しかも、祝島が

究塩の行きどまり地点なので、このような変移が、ここに一段と露骨に起こっ

たのではないかと思う0以上の諸相、変わっている事象が、たとえば九州の国

東半島からの直接影響によるものなどではないようである。（私の国東半島調

査のことは、述べるのを省略する。）列島状の、一連の海上地帯の突端に、こ

んなに変災の事実のあるのを、私は、辺境での自然変移と見たい。ここが、み

ずから変改の作用をおこして、こういうものを示すにいたったのであろう。

‘辺境での変移現象は、内海の、備中に属する神島・白石島・北木島・其鍋島

の列島の上でも兄いだしうるようである。先端の真鍋島が、凪の吹きだまりの

土地で、ここに諸種の変移が兄いだされる。その中に、またしても、文アクセ

ント上の注目すべきものがあ・るのはおもしろい。

○イラン　‾7－。

いらないの？

○シラン　フ‾ヵィ。

知らないの？

○亮ラ　スルソデス　ガナ一。

願を立てるんですよ。

これらは・祝島のと同様、‾＼－＿へ型と見られよう。いま一つ、注目

すべき型がある。

○ア夕子　ヵヵェテ……‥。

頭をかかえて………。
－　＿ノ

○イママテノ　コドモ　ワ、………。

今までの子どもは、………。

○アルブ三　ナンテ　コシフジャロー。

あるのに、なんで、こないんだろう。
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これらに・－ノし　！　のような型がみとめられる。（これは、九州の南

部から西辺によくみとめられる債向に酷似している。四国内では、伊予甫部内

のほかでは、このようなものは、ほとんど開かれない。）以上二つの変異型が、

四国がわからの何かの作用・影響によったものなどとは、考えかねる。やは

り・辺境、列島最後の極地、真鍋島での、自然の変移現象かと察せられるの

である。－其鍋島の手まえの手まえにある日石島に、「テスレジ　ブヨ一。」

（忘れないのよ0）など、ヽ＿＿！‾＼＿型に類するものが聞かれる。これ

も、真鍋島に起こった変移の、生起の必然性を語っているものではないか。

中央から隔絶している所、たとえば八丈島のような所での、「辺境変移」の

生起と、列島の先端の島というような所での、「辺境変移」の生起とには、差

別があろう0前者の場合は、中央からの直接影響の外で、自由な変移を起こし

うる0後者の場合は、列島を順当に伝わってくる、ある文化中心からの影響を

．受けつつ、変移を起こすのである0その変移は、「入来した風が、その最後の

地点で吹き舞う」のによってひき起こされる何かの変動というような変移にな

るであろう。

いずれにしても・辺境では、たしかに、変移が起こる。辺境を、大きく、東

アジアの日本列島に兄いだしても、興味ある考察が成り立つ。日本列島上に

は・なぜこのように、世界の諸言語から遊離した日本語が成立しているのであ

ろう0おそらくこれも、「辺境変移」の説で説明しうることなのだろうと思う。

この日本列島に、他から諸種の文化的影響が流入したとする。北方からそれが

来ようと、南方からそれが来ようと、要するにここは、風の吹きだまりになる

土地である0吹きこんできた風は・この国土の上で吹き舞う○そこに、自己作

用、自律作用の何かが起こったにちがいない0辺境変移である0日本の歴史が

古ければ古いほど、・この自己作用も・土地に探くくい入ったものとなったはず

である0日本語が、異風の一言語として立つようになったことも、けっして偶

然ではないと思う0文明論の方法としても、辺境変移の説は、利用しうるので

はないか0文化変容については、一つ、「辺境変移」で説明されるものがある

と思う。
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私は、辺境変移の説が、一般言語理論たりうることを期待する。

ん　方言社会の人為製作

昭和14年初、宮崎県児湯郡下をたずねたおりのこと、四国から来住の、紙す

き業の小集落を見学することができた。そこはだいたい、四国弁の方言社会だ

ったように思う0最単純な「方言社会の人為製作」を、このような職業集団の

移住に見ることができる。

むかしの藩政時代、領主の転封によっては、方言社会の顕著な人為製作もお

こり得た0佐賀県唐渾市に、「城内ことば」と「城外ことば」との別がある。

昭和14年末の調査結果によれば、城内ことばは家中弁で、小笠原侯釆封によっ

て伝えられた、関東系の方弁である。たとえば、

○ゴメソナサイマショ。

ごめん下さい。　　＜訪問あいさつ＞

○マー　オアガンナサイマショ。

まあ、どうぞお上がり下さいまし。

のように言う。城外ことばでなら、おのおのは、

（3三三‡：

工二
アガランデス　カ。

アガラン　ケ一。

と言われる0大いにちがおう0城内ことばでは、「これは私のだ。」というのでも、

○コ首　ワッ　盲ラダ。

○コリャ、カーチャソ、ワッテラダカラネ。

と言う。“東京のことばは唐津のことばとすこしも変らんゼ。だからすこしも

はずかしくないゼ0”と・ある母おやが子に言ったという。城内ことばの社会

は、いわば異種の方言を以て、異風の方言社会となり得たらしいのである。転

封が、はっきりと、このことを可能ならしめたようである。（ただ、その方言

社会の勢力と輪郭とが、どんなものであったか、今、知ることができない。）

、g
当

遅

］
1
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ん．1藩領と方言境界線

一般に・旧藩治の旧藩域が∴どんなに撃固なものであったとしても、そこの

方言社会の、今日に見る輪郭は、旧藩域どおりに明確ではない。

5　方言社会の運命

多くの方言社会に対して・共通語文化の波がおおいかぷさっていく0方言文

化圏は共通語文化圏化される0しかし、地上の地域と、その地域性とは、容易

には亡びないであろう。なんらかの意味の地域社会ほ、ほとんど永遠的にも、

生成存立するものと見られる。

したがって、地域社会に即応する地方語（方言）社会もまた、ほぼ永遠的

に、存立するものと考えられる。

方言社会は存在しつつ・方言社会文化は、日々に改新されていくであろう。

ともあれ・「方言鍍金」の存立していくこと自体が、すでに、興味ある地方

的文化現象だと思う。

（41．8．1．）

（国語学国文学教授）
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In this thesis I have tried to consider about this complex relation

between Culture and Society through reading T.S. Eliot's Notes towards

the Definition of Culture and Tetsuo Watsuji's, Climate-its Philosophical Study,

and to point out especially the fact that in the modern world the case

in which a Culture brings about a new Society has come to be a most

urgent problem to be solved. That is to say, we may think that the

cultural history of the world is now going to turn from the stage of

natural culture to a new stage of, so to speak, intentional culture. And

if this is true, the problem of education must naturally be the central

problem of the culture to come. The problem of Culture and Society

at present moment, it seems to me, will come to be reduced to the problem
of what the aim of education should be in our time.

Problems of "Culture and Society" in Dialect

Yoichi Fujiwara

A dialect is itself a systematic existence of language and makes a dia-

lect society, spreading over a region of some extent. A dialect society is,

at the same time, a dialectal culture sphere. A dialect society, i.e. a

dialectal culture sphere, can be larger or smaller. Viewed from a higher

stand point, dialect societies of lower degree are gathered into a larger

dialect.

What characteristics are recognized in the smaller dialect society, i.e.

the smaller culture sphere, a typical case of which is a small village? One

is its closedness. A smaller dialect society is closed, conservative and

lentegressive. The force of the tradition is seen there. On the other hand,

a smaller dialect society has its own innovativeness. These two char-

acteristics-closedness and innovativeness-are recognized also in larger

dialect societies.

When we try a bird's-eye view of the dialectal conditions and dialect

spheres in Japan, we can instantly recognize the linguistic flowingout
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from the cultural centre to its circumferences. Concerning this flowing-
out, we have already the so-called "Wave Theory". In this paper I have

followed up the movements of "the waves" and developed a practical

distribution theory.

In regard to the distribution, the border districts are liable to come

into question. In the border districts, both conservativeness and inno-

vativeness exist. The effect of the latter, i.e. the innovativeness in the

border district may be summed up in a general theory called "the Border

Shift Theory".

At times a dialect society can be artificially formed. In feudal clans

in Japan, social dialects or dialectal culture spheres were often built up

artificially.

Dialect societies will still survive for ever coinciding with the everlasting

existence of regional societies. This must be also an interesting cultural

phenomenon.

On the Genealogy of the Japanese Female Language

Saburo Mashimo

In the ancient age, Japanese women spoke the language which was the

same as men's. But in the course of history the discrepancy of the lang-

uage between women and men gradually came out. It was because of the

trend that women had to be graceful in human relation. Since then

in the Japanese language, very numerous words have been used by women
only. •E •E

In the middle of Muromachi Era (1338-1573), women called"Nyoboo"

(icHr) who took the service in the Imperial Court ($pjff), created a

large number of words put into use by themselves. In later age, we call

it "Nyoboo-Kotoba" QicWM')- In Edo Era (1603-1867), Nyoboo-Kotoba

was also created continuously, and therefore its words were very

numerous; about 1,500 words.

examples Omusubi (Jstrt'UO means "rice-ball"




